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別紙３                                                   
研究報告書 

                                                                                             
                                            
 

 
 厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対総合研究事業） 

 （分担）研究報告書 
 

       維持期リハビリテーションのガイドブック作成(心臓・脳卒中) 
 

     分担研究者 牧田 茂 埼玉医科大学・国際医療センターリハビリテーション科・客員教授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  研究要旨 

維持期・生活期における心臓リハビリテーションのレビュー文献とアンケ
ート調査の結果をもとにガイドブックを作成した。各項建てを行い、執筆
者を分担した。編集会議を繰り返し、令和５年度3月に完成し、3月22日に
ホームページ上で公開、令和6年度に日本心臓リハビリテーション学会会
員には配布予定である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

分担研究者 
中山敦子・榊原記念病院心臓リハビリテーション
室長 
角田亘・国際医療福祉大学医学部リハビリテーシ
ョン医学教室 
佐田政隆・国立大学法人徳島大学・大学院医歯薬学
研究部（医学域）・教授 
吉田俊子・聖路加国際大学・大学院看護学研究科・
教授 
宮島功・社会医療法人近森会近森病院 
橋本洋一郎・済生会熊本病院脳卒中センター 
豊田章宏・独立行政法人労働者健康安全機構中国労
災病院治療就労両立支援センター 
筧智裕・国際医療福祉大学・成田保健医療学部作業
療法学科・助教 
新見昌央・日本大学・リハビリテーション医学分野・
教授 
重松孝・浜松市リハビリテーション病院・リハビリ
テーション科・えんげセンター長 
神谷健太郎・北里大学医療衛生学部リハビリテーシ
ョン学科 
加藤祐子・心臓血管研究所循環器内科 
衣笠良治・鳥取大学医学部・循環器・内分泌代謝内
科学分野・講師 
長谷川恵美子・聖学院大学心理福祉学部心理福祉学
科 
近藤国嗣・東京湾岸リハビリテーション病院/東京
湾岸リハビリテーション研究・教育センター 
 
Ａ．研究目的 
  本事業では、令和4年度に国内外の文献を整理し、
心疾患における維持期リハのガイドブックを作成
する。 
2020年（令和2年）には循環器病対策推進基本計

画が制定された。そのなかでリハビリについては，
「脳卒中患者では（中略）急性期に速やかにリハビ
リテーションを開始し，円滑に回復期及び維持期の
リハビリテーションに移行することが求められ，医

療と介護の間で切れ目のない継続的なリハビリテ
ーションの提供体制をより一層構築していく必要
がある」と記載され，心血管病についても「多職種
による疾病管理プログラムとして心血管疾患にお
けるリハビリテーションを実施することが関連学
会より提唱されている」。いずれの疾患においても
再発予防，重症化予防，生活再建や就労等を目指す
中で取り組むべき施策として，「急性期から回復期
及び維持期・生活期までの状態に応じたリハビリテ
ーションの提供等の取組を進める」と記載されてい
る。 
慢性期，回復期，維持期・生活期のリハビリについ
ては，必ずしも十分な科学的根拠がそろわず，また
医療機関における診療体制の構築も不十分な現状
が続いている。そのため厚生労働省では，2022年 
より科学研究費補助金事業として「循環器病の慢性
期・維持期におけるリハビリテーションの有効性の 
検証のための研究」（研究代表者：磯部光章）を立
ち上げ，現状の実態調査に基づいた問題点の把握， 
科学的根拠の収集を行ってきた。さらに，それに基
づいたガイドブックの作成が研究班事業の主要な 
目的となった。 
 
Ｂ．研究方法 
維持期リハビリテーションにおけるレビューとア
ンケート調査結果をもとに維持期・生活期リハビリ
テーションのガイドブックを作成する。 
ガイドブックは医療者用に作成し、患者用には外来
などで配布できるようにリーフレットを作成する。 
 
（倫理面への配慮） 
 
   ガイドブック作成に関して、患者会の協力のも
と、倫理面の配慮は可能な限り行った。 
 
Ｃ．研究結果 
 
編集会議を8回繰り返し、維持期・生活期リハビリ
テーションのガイドブックを作成した。 
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【ガイドブック執筆者】 
磯部光章 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念
病院 
明石嘉浩 聖マリアンナ医科大学循環器内科 
石原俊一 文教大学人間科学部心理学科 
角田亘 国際医療福祉大学医学部リハビリテーショ
ン医学教室 
筧智裕 国際医療福祉大学成田保健医療学部作業療
法学科 
加藤祐子 心臓血管研究所循環器内科 
神谷健太郎 北里大学医療衛生学部リハビリテーシ
ョン学科 
衣笠良治 鳥取大学医学部循環器・内分泌代謝内科
学分野 
木庭新治 昭和大学歯学部全身管理歯科学講座総合
内科学部門/医学部内科学講座循環器内科学部門 
教授（兼担） 
近藤国嗣 東京湾岸リハビリテーション病院/東京
湾岸リハビリテーション研究・教育センター 
佐田政隆 徳島大学大学院医歯薬学研究部（医学域）
循環器内科学分野 
重松孝 浜松市リハビリテーション病院リハビリテ
ーション科 えんげセンター長 
下堂薗恵 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハ
ビリテーション医学 
豊田章宏 独立行政法人労働者健康安全機構中国労
災病院治療就労両立支援センター 
中井完治 社会医療法人財団仁医会牧田総合病院脳
神経外科 
中山敦子 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念
病院循環器内科 
新見昌央 日本大学リハビリテーション医学分野 
橋本洋一郎 済生会熊本病院脳卒中センター 
長谷川恵美子 聖学院大学心理福祉学部心理福祉学
科 
牧田茂 川口きゅうぽらリハビリテーション病院 
/埼玉医科大学国際医療センター 
宮島功 社会医療法人近森会近森病院臨床栄養部 
吉田俊子 聖路加国際大学大学院看護学研究科 
足利光平 聖マリアンナ医科大学スポーツ医学講座 
有馬美智子 鹿児島大学病院リハビリテーション科 
石井典子 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念
病院心臓リハビリテーション室 
井上完起 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念
病院循環器内科 
伊藤純平 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念
病院リハビリテーション科 
稲富雄一郎 済生会熊本病院脳卒中センター脳神経
内科 
衛藤誠二 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハ
ビリテーション医学 
大濵倫太郎 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リ
ハビリテーション医学 
岡村正嗣 シャリテ・ベルリン医科大学シャリテ保
健研究所再生医療研究センター 
河村健太郎 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リ
ハビリテーション医学 
小林紗季子 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記
念病院リハビリテーション科 
塩崎正幸 東京都立多摩総合医療センター循環器内
科 
清水将史 大阪公立大学医学部附属病院 理学療法
士 

鈴木裕太 厚生労働省国立保健医療科学院保健医療
経済評価研究センター 
滝沢光太郎 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記
念病院リハビリテーション科 
田中伸弥 名古屋大学医学部附属病院リハビリテー
ション部 理学療法士 
土川洋平 名古屋大学医学部付属病院リハビリテー
ション部 理学療法士 
徳永誠 熊本機能病院脳神経内科 
中島誠 熊本大学病院脳血管障害先端医療寄附講座 
永沼雅基 済生会熊本病院脳卒中センター脳神経内
科 
濱崎伸明 北里大学病院リハビリテーション部 主
任/理学療法士 
堀健太郎 公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念
病院リハビリテーション科 
三浦聖史 白十字リハビリテーション病院回復期リ
ハビリテーション科 
宮田隆司 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハ
ビリテーション医学 
八木秀介 徳島大学大学院医歯薬学研究部（医学域）
地域・家庭医療学分野 
山本周平 信州大学医学部附属病院リハビリテーシ
ョン部 
横田裕哉 昭和大学医学部内科学講座循環器内科学
部門 
吉田輝 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビ
リテーション医学 
 
【ガイドブック作成協力団体】 
一般社団法人回復期リハビリテーション病棟協会 
一般社団法人心臓弁膜症ネットワーク 
一般社団法人日本循環器学会 
一般社団法人日本脳卒中学会 
公益社団法人日本脳卒中協会 
特定非営利活動法人日本心臓リハビリテーション
学会 
 
【ガイドブック外部評価委員】 
川勝弘之 公益社団法人日本脳卒中協会 副理事長 
代田浩之 順天堂大学保健医療学部 研究科長・特
任教授 
福原斉 一般社団法人心臓弁膜症ネットワーク 代
表理事 
藤本茂 自治医科大学内科学講座神経内科学部門 
教授 
百村伸一 さいたま市民医療センター 院長 
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Ｄ．考察 
   本研究班は22名の研究者と28名の研究協力者で
組織され，実態に関するアンケート調査，発表され 
た文献のシステマティックレビューを行ってきた。
研究班が行った調査では，この領域のリハビリの重 
要性とともに，普及が停滞している現状が浮き彫り
となっている。 
これらの結果に基づいて，一線で活躍しているエ

キスパートの合議でまとめられたリハビリの指南
書が本ガイドブックである。作成にあたっては診療
にあたる多くの一般医師や多職種のご意見も参考
にし，また関連諸学会・患者団体のご意見も取り入
れることに留意した。 
 本ガイドブックは実践ハンドブックを目指した
が、生活療法についてなど各種ガイドラインと組み
合わせて使用されることを想定している。また患者
用リーフレットは一般診療医が外来で利用できる
ように、今後本邦における維持期・生活期リハビリ
テーションの充実を願って作成した。 
 
Ｅ．結論 
2024年3月22日厚労科研FA19ホームページ上https:

//cardiac-rehab.jp/に公開し、2024年4月21日の時
点で訪問者カウンター 12222 名である。 
 

 
Ｆ．健康危険情報 
  本研究は侵襲を伴わないガイドブック作成のた
め、健康被害等は生じなかった。 
 
Ｇ．研究発表 
 なし 
 
 2.  学会発表 
 
総括に同じ 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 なし 
 
 

 
 
 
                                        
                                                                                                 

  


